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1． 環境経営方針

環 境 理 念

有限会社安達製作所は主に経営における課題とチャンスを踏まえ、アルミニューム、銅、ステンレス鋼材の精

密機械加工を生業として、常に地域及び地球環境での環境保全の重要性を深く認識し、緑豊かな美しい地球

を子孫に残すことをモットーに、各種機材の受け入れ、機械加工、出荷の各段階における環境との関わりを評

価し、環境調和型社会の実現に寄与することに努めます。

環 境 経 営 方 針

１) 環境を保持するため、生産活動を通じ、省資源・省エネルギー、廃棄物の削減、グリーン購入等を重

点分野と考え、健全な環境の維持向上、汚染の予防に努めます。

2) 環境に関する法的要求事項、及び当社が同意するその他の環境要求事項を遵守すると共に、関連す

る社会的要求事項を尊重します。

3) 環境経営方針、環境経営目標を定め、その実現を図り、定期的な見直しをすることにより環境マネージ

メントシステムの継続的改善を推進し、資源の有効活用に努めます。

4) 当社は社員一丸となって、環境への意識高揚を図り、社会の一員として、生産性の向上に努めながら

環境負荷低減を目指します。

     制定 2008 年 3 月 1 日

改定 2020 年 3 月 26 日

有限会社安達製作所

                                        代表取締役 安達悦雄

2. 推進組織図

社  長

環境管理責任者

環境管理委員会

総務部責任者 工場部門責任者
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役割・責任・権限

社長

   当社の環境経営最高責任者として次の役割を負う。

1.環境経営方針を定め、環境管理責任者を任命する。当該責任者には現在の責務に関係なく

環境経営実施体制の運用・維持管理する責任と権限を明示する。

2.環境経営実施体制の実施・運用のための経営諸資源を準備する。

3.環境経営目標、実施計画の承認。

4.環境マニュアル及び規定類の制定・改訂の承認。

5.環境管理委員の任命。

6.環境経営実施体制の見直し

7.経営における課題とチャンスを整理し、明確にする。

環境管理責任者

1. 環境管理委員会を運用・維持管理する責任者として、環境経営実施体制が全ての部署で

確実に実行、維持されるための必要な活動の管理と推進をする。

2.社長に環境経営実施体制の実績及び見直し記録を報告する。

総務部門責任者

1. 環境経営目標に関する毎月の確実なデーター収集を管理し,目標値と実績値を比較し問題

ある場合は環境管理責任者に報告し環境管理責任者と共に是正処置をとる。

工場部門責任者

1. 工場部門に関連する環境経営目標である電力、廃棄物、の削減及び省資源のデーターに

常に気を配り、目標値を達成するよう工場要員を管理監督する。

事 務 局

1.環境管理責任者を補佐し、各種台帳,手順書等文書の作成および管理を行う。

従 業 員

1.日常の作業において環境経営方針に基づき、環境管理実施体制の規格類及び関連する

法規則とその他の要求事項を遵守する。

3. 事業の概要

１）事業者名

       有限会社安達製作所      代表取締役 安達悦雄

２）所在地

        川崎市幸区小向西町 1-18
３）環境保全関係の責任者及び連絡先

        安達悦雄            Tel 044-511-5339       Fax 044-511-0571
４）会社の規模

    延床面積：432 ㎡      従業員数：10 名   
５）事業内容

アルミニューム、銅、ステンレス鋼材を主にした精密機械加工業

６） 2021 年度売上高

142 百万円  

７）対象範囲

全組織、全業務



4

4.
環

境
経

営
計

画
と

環
境

経
営

目
標

今期実績
2017
年度

2018年度
基準値

2021
年度

2019
年度

2020
年度

2021
年度

49,437 48,937 48,438
基準値の1％減 基準値の2％減 基準値の3％減

換算値 kg-CO2 23,148 20,773 19,153 20,566 20,358 20,150
5,719 5,661 5,604

基準値の1％減 基準値の2％減 基準値の3％減

換算値 kg-CO2 14,484 13,403 12,215 13,268 13,134 13,001
kg-CO2 37,632 34,176 31,368 33,834 33,491 33,151 ―

553 650 644 644
基準値の1％減 基準値の2％減 基準値の2％減

198 196 196
基準値の1％減 基準値の2％減 基準値の2％減

― ― ― 適正管理実施 ・流出等が無いか、適時保管場所の点検をする
― ― ― 適正管理実施 ･点検(始業前/作業開始/終業時)､設備保全､5S励行

 グリーン購入の推進 ― ― ―
文具等は積
極的に導入
している

文具等は積
極的に導入
すること

文具等は積
極的に導入
すること

文具等は積
極的に導入
すること

･再生紙の使用 ･エコマーク製品の優先的購入､使用 ･加
工､組立て材料の購入に際し環境配慮し購入

ｍ3 207 194 182 (例年並) (例年並) (例年並) ･生活用水だけ(少量)のため目標値なしで節水活動を実施
注：電力の排出係数は日本テクノの2018年度（平成30年度）の調整後排出係数 0.416 を使用。

換算値合計
･廃棄物は所定の方法で計量し､分別排出する
･4Rにより廃棄物排出量を削減する

･各要員が産業廃棄物処理手順書を遵守する

kg 610 657

kg 110

適 正 管 理 実 施
 加工機械の適正管理 適 正 管 理 実 施

廃
棄
物

産業廃棄物排出量の
削減(ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ廃液)

200 80

一般廃棄物排出量の
削減   (焼却分)

 水使用量の管理

 化学物質の適正管理

主要な環境活動計画
（詳しくは手順書による）

二
酸
化
炭
素

電気使用量
の削減

･不必要な照明の停止・こまめな消灯･業務終了時の電源
遮断･不必要なエアコンの停止、適正な設定温度

ガソリン使
用量の削減

･走行ルートの適正化 ･走行距離の記録･管理 ･車検の遵守
･走行距離に基づく保全･整備

実績値/
目標値

実績値/
目標値

kWｈ 55,644 49,936 46,041

ℓ 6,243

中長期目標

5,777 5,265

区
分

環境経営目標 単位
過去実績
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5. 環境経営目標の実績、次年度への取り組み

目標値 実績値

kWｈ 48,438 46,041
kg-CO2 20,150 19,153

ℓ 5,604 5,265
kg-CO2 13,001 12,215

換算値合計 kg-CO2 33,151 31,368 ○ 94.6% ―

一般廃棄物排出量の削減 kg 644 553 ○ 85.9% 環境経営計画を継続する

産業廃棄物排出量の削減 kg 196 80 ○ 40.8% 環境経営計画を継続する※1

次 年 度 の 取 組 み
環境経営計画を継続する
機械管理手順書の順守
環境経営計画を継続する
水使用量削減手順書の順守

注：電力の排出係数は日本テクノの2018年度（平成30年度）の調整後排出係数:0.416を使用。

区
分

二
酸
化
炭
素

廃
棄
物

取 組 み 状 況

ｺﾋﾟｰ紙・ﾄｲﾚﾍﾟｰﾊﾟｰ・文具等の購入

化学物質の適正管理
加工機械の適正管理
グリーン購入の推進

維 持 管 理

例年並みに維持できた

流出が無い事を常時確認をする
切削油・ｸﾞﾘｽｱｯﾌﾟ定期点検の実施

環 境 経 営 目 標 単 位
2021年度

達成状況

水使用量の管理

次 年 度 の 取 組 み

環境経営計画を継続する

ガソリン使用量の削減 〇 94.0%
環境経営計画を継続する

換算係数：2.32

電 気 使 用 量 の 削 減 ○ 95.1%

環境経営目標と環境経営計画一覧表（2022～2024年度）

区　分 基準値 主要な環境経営計画

2021年度実績 2022年度 2023年度 2024年度 （詳しくは手順書による）

目標値 kWh 46,041 45,581 45,120 44,660

（基準値の1％減） （基準値の2％減） （基準値の3％減）

換算値 排出係数 0.424 0.424 0.424 0.424

kg-CO2 19,521 19,326 19,130 18,935

目標値 ㍑ 5,265 5,212 5,159 5,107

（基準値の1％減） （基準値の2％減） （基準値の3％減）

換算値 排出係数 2.32 2.32 2.32 2.32

kg-CO2 12,214 12,091 11,968.0 11,849

換算値合計 kg-CO2 31,735 31,417 31,098 30,784 ―

kg 657 650 644 644

（基準値の1％減） （基準値の2％減） （基準値の2％減）

kg 200 198 196 196

（現状維持） （現状維持） （現状維持）

--- ----- 流出等が無いか適時保管場所の点検をする

--- -----
点検(始業前/作業開始/終業時)設備保全、5S

励行

--- -----
再生紙の使用、エコマーク製品の優先的購

入、環境に配慮し、加工、組立の材料を購入

㎥ 182
生活水だけ(少量)の為、目標値無しで節水活

動を実施

注1：電力の二酸化炭素排出係数は、日本テクノの排出係数：0.424を使用した。（R2年度実績-R41.7環境省・経済産業省公表）

注2：化学物質は、使用量の変更による製品品質への影響が保証できないため、定性目標の維持管理とした。

注3：水使用量は生活用水だけの使用で使用量が少量のため、環境経営目標の策定を行わず節水活動を実施する。

維
持
管
理

化学物質の適正管理 適正管理実施

グリーン購入の推進 文具等は積極的に導入すること

環境経営目標 単位
単年度及び中長期目標

水使用量の管理 例年並

一般廃棄物排出量の削減

※資源ごみを除く

産業廃棄物（廃油）排出量の削減

二
酸
化
炭
素

　電気使用量の削減

不必要な照明の停止・こまめな消灯・業務終

了時の電源遮断・不必要なエアコンの停止、

適正な設定温度

　ガソリン使用量の
削減

走行ルートの適正化・走行距離の記録・管

理・車検の遵守
走行距離に基づく保全・整備

加工機械の適正管理 適正管理実施

廃
棄
物

廃棄物は所定の方法で計算し、分別排出する

4Rにより廃棄物排出量を削減する

各要員が廃棄物処理手順書を遵守する
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6. 環境経営計画の目標達成とその評価

電気使用量の削減

    本年度の電気使用量は目標値に対して 4.9％の削減となり、目標を達成した。

     三階作業場は大型の業務用エアコンを二台設置している。古い機種の為消費電力も大きい。

     そのため、気温が３０度を超えた日、また気温が１０度以下になった日を除いて基本一台のみの稼

働とした。

また、一階の作業場はデマンドコントロールの表示板を見やすく設置し、警報音声が流れた時は、

速やかに設定温度を下げ、電気ポット等のスイッチを切る行動が取れるよう指導した。従業員が

自発的に行動できるようになり、効果が出た。

ガソリン使用量の削減

      本年度は 6.0％の削減となり、目標を達成した。

         ガソリン使用量の削減に対して効果があったのは、営業車（ウィングロード）が１０万キロを超えてし

まい、故障も多くなったことから、中古車ではあるが年式の少し新しい車に買い替えを行った事で

ある。 燃費がＬあたり２～３ｋｍの節約になった。次年度もガソリン使用量の削減に努めたい。

         受注品は組立ものが増え、茨城県下妻地区での作業が多くなり、高速走行、長距離とガソリン使

用量の上昇を心配していたが、年間で 6％の削減が出来た事は評価できる。      

          

廃棄物排出量の削減

一般廃棄物

本年度は 14.1％の削減となり、目標を達成した。

梱包材削減のため、梱包の仕方を工夫した。特注段ボールを発注するとコストも嵩み、納期もか

かる。緩衝材やプラスチックパネルを使用しラップ梱包をすることにより廃棄を減らし、コストを抑え

る事が出来た。外注品や購入品の梱包資材は弊社の発送品等に使用し、加工依頼、処理依頼

時の梱包材に再利用している。

製品の納入時の梱包は品質を保つため、再利用は難しいが、今後はどの会社も環境活動が盛

んになってきたので、対応が変わってくるのではないかと期待している。

産業廃棄物（洗浄液）

大きく削減できて、目標を達成した。

昨年同様、洗浄の前段階で製品についている油をウエスで拭き取ってから、台所用洗剤で一度

洗い流し、最小量の洗浄液で処理している。

洗浄剤の汚れ具合が、かなり低減されているので今後も徹底して行いたい。

   維持管理（4 項目）

        維持管理は適正に管理されていた、今後も継続とする。
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7. 環境関連法への違反、訴訟等の有無

当社に適用される環境関連法規は下表の通りで、これらのへの違反はありませんでした。

近隣からの苦情、関係当局よりの法律違反に関わる指摘、指導等は過去３年間一切ありません。

また、訴訟等も同様に有りません。

法令、条例名 適用の対象となる施設、設備、活動 遵守点検結果

廃棄物処理法 事業系一般廃棄物  産業廃棄物 遵 守

フロン排出抑制法 業務用エアコン 遵 守

家電リサイクル法 テレビ  電気冷蔵庫 適用対象の廃棄は無い

小型家電リサイクル法 携帯電話､パソコン､プリンター等 28 品目 適用対象の廃棄は無い

神奈川県生活環境保全条例／川

崎市公害防止等生活環境保全条例
ジクロロメタン 遵 守

自動車リサイクル法 業務用車両 適用対象の廃棄は無い

8. 代表者による環境経営計画の全体評価と見直し

見直し実施日：2022 年 7 月 29 日

管理責任者等の報告内容 評  価 次年度への指示

環 境 関 連 法 規

制の遵守状況

全て遵守し違反は無かった。

EA-3-10

環境活動の取組は計

画通り実施した、年

間目標に対して目標

を達成できたことは評

価できる。

次年度は車両のみな

らず電気設備、加工

機械も老朽化した物

の対応を検討する。

稼働率の低い機械は

処分する。

環 境 経 営 目 標

の達成状況

環境経営目標を達成した。

EA-7-01-16 （5）

環 境 経 営 計 画

の実施状況

環境への取組を計画通り実施した。

EA-4-15

是正処置・予防

処 置 の 実 施 状

況

本年度は１０万キロを超えてしまった営業車（ウ

ィングロード）を買い替えた。燃費が向上

外 部 か ら の 苦

情・要望等
外部からの苦情・要望は無かった

環境経営システ

ムの変更の必要

性

環境経営方針 変更の必要はない。

環境経営目標 変更の必要はない。

環境経営計画 変更の必要はない。

実施体制 変更の必要はない。

 環境パフォーマンスの見える化
負荷(単位) 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年
電気(kWh) 51,572 50,315 55,644 49,936 45,064 46,343 46,041

ガソリン(ℓ) 7,622 6,139 6,243 5,777 5,767 5,102 5,265
一般廃棄物(kg) 1,005 980 610 657 577 573 553
廃油排出量(kg) 1,020 760 1,100 200 180 100 80

上水(m3) 212 207 194 169 176 182
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【総  評】

1. 環境経営レポートを作成している中で、ウクライナと ロシアの戦争のニュースを見聞きする度に

虚しさを覚える。日々エアコンの設定温度にこだわり、二酸化炭素排出を削減するために、車の使

用を控え、小さな努力を重ねて、毎年数パーセント削減の目標達成を目指し活動して来たが、戦争

というありえない暴挙において家屋、建築物、が破壊され人命とエネルギーが消えていく。世界中

で取り組んできた地球を守るための二酸化炭素削減は今後どうなっていくのだろうか。

当社は、大手の得意先が 片道 1 時間半から２時間かかるため、ガソリン使用量の削減を考えなが

ら営業活動を行わなくてはならない。得意先のテレワークも一層進み、対面での営業もままならな

いが、先代から６０年間、得意先との信頼関係を培ってきた強みを生かし、今後も成長できるよう

頑張りたい。

2. 本年度、電気使用量、ガソリン使用量の目標は達成できた。茨城県下妻地区での大物組立作業が増

え、行き来が多かった割には、ガソリン使用量を抑える事が出来た。車の入れ替え、高速運転時の

エコ運転の効果と思われる。売上は横ばいであるが、材料費、外注費が値上がりしているため、経

営は容易ではない。

経費削減に努め利益を確保していきたい。

３. 不具合率の削減は当社の課題である。仕事が多岐にわたり、製造工程も材料手配から外注手配、処理業

者依頼と品物の移動が多くキズが付きやすい。得意先から、納品の際のキズや埃の付着などが無いよう、

要求が年々きびしくなっている。少しのキズでも不具合となってしまうこともある。十分に緩衝材で包み、そ

の後エアーキャップでも包み納品しているが、納品先では梱包材は廃棄処分となってしまう。

納品された梱包材の再利用は出来る限り行っているが、検査がますます厳しくなるなか梱包材の削減はか

なり難しい。

3. もう一つの問題点は役員、従業員の高齢化、人員不足である。昨年も危惧していたが、適切な解決策が見

つからず、苦慮している。現在の人数では個々の負担が大きい。

外注先も高齢者が多く、新しい外注先も見つけなければならないが技術や高性能の機械を持っているとこ

ろは値段が高く採算が取れない。得意先への見積もり金額を上げていきたいところではあるが、他社との競

争が激しく、簡単ではないのが現状である。

                                                           以 上


